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１．研究計画の概要 
本研究では、袖壁付き柱を有する鉄筋コン
クリ－ト建物を対象にして以下の目的によ
る実験的研究および解析的研究を行ってい
る。(1)袖壁付き柱部材の強度と靭性、残存軸
耐力、損傷と変形の関係を実験的に明らかに
する、(2)袖壁付き柱の復元力特性、とくに最
大耐力以降の耐力低下を評価しうる解析モ
デルの有効性を検証する、(3)袖壁付き柱の強
度と靭性、残存軸耐力、損傷の実用的な評価
法を提案する、さらに、(4)袖壁付き柱を含む
構造物の耐震性能評価手法、耐震診断法の妥
当性を解析的に確認する。袖壁付き柱は、①
古い既存建築の部材、②既存柱の袖壁補強、
③新築建物での設計、などに分類して扱う必
要があるが、本研究では主に③を想定してい
る。実験結果と解析結果を統括して、耐震診
断における袖壁付き柱の強度指標、靭性指標、
残存軸耐力の評価法および新築構造物にお
ける靭性保証型の設計法を実用評価式とし
て提案する。 
２．研究の進捗状況 
 平成 19 年度には両側袖壁付き柱部材の基
本的な強度・靭性性状を把握するため、耐震
診断における袖壁長さ比およびせん断スパ
ン比をパラメータとした静的繰り返し載加
試験を行った。試験体は曲げ降伏型試験体 4
体、せん断破壊型試験体 4体である。柱の断
面は 400mm×400mm、袖壁の水平長さは柱
のせいと同じ 400mm，厚さは 100mmとし、
実大スケールの約 1/2を想定した。袖壁の靭
性は特に高めることを意図しないが、パイロ
ット的に靭性を高めた配筋詳細の場合も１
体程度比較した。平成 20 年度には片側袖壁
付柱試験体 4体（別予算で他に両側袖壁試験

体 6体）、平成 21年度は同様の形状配筋で片
側袖壁付き試験体 2体（別予算で他に 4体）
の実験を実施した。配筋詳細，シアスパン比，
軸力変動等をパラメータとした耐力靭性の
実験結果を解析的研究、実用評価式と比較検
証している。 
３．現在までの達成度 

19～21 年度はほとんどの予算を試験体製
作と実験に当てて合計 14 体の試験体を実験
しており、すでに予算枠的には 4年間合計の
当初計画に相当する実験研究をすでに達成
しているともいえるが、平成 22 年度はさら
に曲げ降伏型袖壁付き試験体 4体程度の実験
を追加実施する計画である。本研究の実験結
果をパラメータ項目で整理するとともに、既
往の袖壁部材の静的載荷試験を文献などか
ら収集した実験結果と比較検討を行い、解析
結果との比較対象試験体とした。解析的研究
は 18 年度からも実施しており、準備研究と
してすでに既往の袖壁付き柱試験体も含め
て 47 体の実験データについて整理し、提案
済みの分割累加強度モデルの精度検定を行
った。また、靭性評価のための破壊モードの
分類も行っており、実験解析ともに計画通り
に達成している。 
４．今後の研究の推進方策 
本研究の実験結果をパラメータ項目で整

理するとともに、データベースを拡充整理し，
すでに提案済みの分割累加強度モデル、ASFI
モデルの精度検定を行い、耐力および靭性の
実用評価式を提案、検証する。さらに実在す
る強度型実建物における地盤構造物系の耐
震性能を実証するため、平成 22 年 4 月に解
体予定の建物の現地加力試験も本予算の一
部により実施した。 
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